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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
空調対象空間である第一室内空間に開口した吸込口から空気を吸い込んで前記第一室内空
間に開口した吹出口から空気を吹出す循環ファンと、前記第一室内空間以外の第二室内空
間に開口した排気口から空気を吸い込んで屋外に排出することで換気を行う換気ファンと
、冷媒を圧縮する圧縮機と、前記循環ファンにより送風される空気と冷媒を熱交換させる
凝縮器と、冷媒の減圧を行う減圧機構と、前記換気ファンにより送風される空気と冷媒を
熱交換させる蒸発器とを備え、前記圧縮機、前記凝縮器、前記減圧機構、前記蒸発器の順
に冷媒が循環する冷媒回路を設けた換気空調装置において、前記蒸発器と前記凝縮器の間
を連通する除霜風路と、この除霜風路内の空気の流通を閉止するための除霜風路閉止手段
をさらに設け、前記蒸発器の除霜運転時に前記空調対象空間の空気を前記除霜風路を介し
て前記蒸発器、前記凝縮器の順に送風することで前記第一室内空間の暖房を実施しながら
前記蒸発器の除霜を実施することを特徴とする換気空調装置。
【請求項２】
暖房運転時には除霜風路閉止手段を閉止し、除霜運転時には前記除霜運転閉止手段を開放
することを特徴とする請求項１に記載の換気空調装置。
【請求項３】
第一室内空間内の空調対象空気を吸気するための第二の吸込口をさらに設け、除霜運転時
に前記第二の吸込口から空調対象空気を吸引することで凝縮器に空調対象空気を供給する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の換気空調装置。
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【請求項４】
吸込口及び第二の吸込口にそれぞれの吸込口を閉止するための第一の閉止機構および第二
の閉止機構を設けたことを特徴とする請求項３に記載の換気空調装置。
【請求項５】
暖房運転時には第二の閉止機構を閉止し吸気口から空調対象空気を吸引し、除霜運転時に
は第一の閉止機構を閉止し第二の吸気口から空調対象空気を吸引することを特徴とする請
求項４に記載の換気空調装置。
【請求項６】
除霜運転時には第二室内空間からの換気を停止することを特徴とする請求項１乃至５のい
ずれかに記載の換気空調装置。
【請求項７】
排気口から吸引した第二室内空間内の空気を蒸発器に供給する排気風路内に前記第二室内
空間からの空気の供給を閉止するための第三の閉止機構を設けたことを特徴とする請求項
６に記載の換気空調装置。
【請求項８】
暖房運転時には第三の閉止機構を開放し、除霜運転時には前記第三の閉止機構を閉止する
ことを特徴とする請求項７に記載の換気空調装置。
【請求項９】
除霜運転時に循環ファンにより第一室内空間内の空気を吸引し、蒸発器、凝縮器の順に通
風することを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１０】
除霜運転時に換気ファン及び循環ファンを運転し、第一室内空間から吸引した空調対象空
気の一部を蒸発器、凝縮器の順に通風し前記第一室内空間に循環送風すると共に前記第一
室内空間から吸引した空調対象空気の一部を前記蒸発器を介して屋外に排気することで前
記蒸発器における吸熱量を増加させ、前記蒸発器の温度を上昇させることを特徴とする請
求項１乃至５または請求項９のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１１】
減圧機構と蒸発器の間の冷媒回路上に冷媒を加熱するための冷媒加熱手段を設け、除霜運
転時に前記冷媒加熱手段により冷媒を加熱することで除霜時間を短縮すると共に第一室内
空間の暖房を行うことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１２】
冷媒加熱手段が通電により加熱するヒーターであることを特徴とする請求項１１に記載の
換気空調装置。
【請求項１３】
冷媒加熱手段が温水を通水することで対象を加熱する温水熱交換器であることを特徴とす
る請求項１１に記載の換気空調装置。
【請求項１４】
蒸発器の着霜時に第一室内空間内空気の流通経路を自動で切り替えることを特徴とする請
求項１乃至１３のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１５】
蒸発器の温度を検知する蒸発器温度検知手段を設け、前記蒸発器の温度に応じて前記蒸発
器の着霜を検知することを特徴とする請求項１４に記載の換気空調装置。
【請求項１６】
蒸発器の除霜終了時に第一室内空間内空気の流通経路を通常の暖房運転時の通風経路に自
動で切り替えることを特徴とする請求項１乃至１５のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１７】
第一室内空間内空気の温度を検知する温度検知手段をさらに設け、前記第一室内空間内空
気の温度を検知し、前記第一室内空間内空気の温度が低温の場合には減圧機構による減圧
量を低減させることを特徴とする請求項１乃至１６のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項１８】
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第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超えた場合に減圧機構による減圧量を大きくす
ることを特徴とする請求項１７に記載の換気空調装置。
【請求項１９】
第一室内空間内空気の温度を検知し、前記第一室内空間内空気の温度が低温の場合には循
環ファンによる空気の送風量を増加させることを特徴とする請求項１乃至１８のいずれか
に記載の換気空調装置。
【請求項２０】
第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超えた場合に循環ファンによる空気の送風量を
低下させることを特徴とする請求項１９に記載の換気空調装置。
【請求項２１】
第一室内空間内の温度検知手段が第二の吸込口近傍の空気流通経路内に設けられたことを
特徴とする請求項１８乃至２０のいずれかに記載の換気空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はヒートポンプを利用して浴室などの換気空調を行う換気空調装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヒートポンプを利用した浴室などの換気空調装置としては、ヒートポンプを室外
機と室内機に分離し、室外機に設けた熱交換器において外気から吸熱（または放熱）を行
い、室内機に設けた熱交換器において浴室の空気に放熱（または吸熱）することで浴室を
空調するものがある（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　以下、その換気空調装置について図４を参照しながら説明する。
【０００４】
　特許文献１に例示される換気空調装置は、浴室等の空調対象空間に設置された室内機１
０１内に凝縮器１０２及び凝縮器１０２に空調対象空間の空気を供給する循環送風機１０
３を備えると共に、屋外に設置された室外機１０４内に蒸発器１０５、蒸発器１０５に屋
外の空気を供給する送風ファン１０６、冷媒を圧縮するための圧縮機１０７及び冷媒を減
圧するための減圧機構としての膨張弁１０８を備え、圧縮機１０７、凝縮器１０２、膨張
弁１０８、蒸発器１０５を順に接続するための冷媒回路１０９が設けられている。暖房運
転時には圧縮機１０７により圧縮昇温された冷媒を凝縮器１０２に供給し循環送風機１０
３により空調対象空間内の空気を凝縮器１０２に供給することで空調対象空気を昇温し、
再び空調対象空間に吹出すことで空調対象室内を暖房する。この際、凝縮器１０２で冷却
された冷媒は膨張弁１０８で減圧されることによりさらに温度を下げられて蒸発器１０５
に送られる。蒸発器１０５では送風ファン１０６により供給された屋外の空気から吸熱を
行い、冷媒の温度を上昇させ、冷媒は再び圧縮機１０７に戻ることで蒸発器１０５で吸収
した屋外空気の熱を凝縮器１０２で放熱することで空調対象空間内に投入し暖房を実施し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－３４９９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような従来の換気空調装置では、蒸発器は屋外に設置され、屋外の空気から吸熱を
行うため、蒸発器内を流通する冷媒の温度は屋外空気の温度よりも低温である必要がある
。しかしながら、冬季などの屋外空気の温度が低温の場合、特に屋外空気が０℃を下回る
ような状況においては、蒸発器の温度も０℃を下回る温度となり、屋外空気中に含まれる
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水分が蒸発器表面で凍結することによる着霜状態が発生することが知られている。着霜状
態が発生した蒸発器においては蒸発器を流通する屋外空気の風路が霜により閉塞され、通
風しにくくなるため、蒸発器における吸熱が行えなくなり、冷媒回路が不安定となること
などから着霜状態のまま暖房運転を続けることは難しい。
【０００７】
　このため、着霜状態が発生した場合、何らかの手段で蒸発器表面に発生した霜を融かし
、蒸発器での室外空気の流通状態を回復させる必要がある。このような蒸発器表面に発生
した霜を融かすための運転状態を除霜運転もしくはデアイスと呼ぶが、一般的なデアイス
の方法としては、冷凍サイクルの運転を停止し、蒸発器への送風のみを実施することで空
気の温度を利用して凍結した水分を溶かす方法がある。この場合、空気の温度が水の凍結
する温度（一般的には０℃）よりも高い必要がある。そこで、冷凍サイクルを運転し、蒸
発器の上流における膨張機構での減圧量を小さくし、蒸発器への冷媒の流入温度を上昇さ
せ、蒸発器の温度を上昇させることでデアイスを行う方法がある。この場合、蒸発器の温
度は上昇するものの、本来蒸発器においては蒸発器を通過する空気から熱を吸熱する状態
であるのに対し、蒸発器の温度が上昇することで、給熱量が低下もしくは空気の温度によ
っては逆に放熱を行ってしまうこととなる。このため、デアイス運転中においては空調対
象空間に対して暖房を実施することができなくなってしまうという課題があった。また、
他の方法として、冷凍サイクルの冷媒の流通方向を逆転させ、一時的に蒸発器を凝縮器と
して作用させることで凍結した水を溶かす方法があるが、蒸発器と凝縮器を逆転させてい
るため、本来、暖房を実施したい空調対象空間を冷房してしまうこととなり、使用者が冷
風感を感じたり、空調対象空間の温度が低下してしまうという問題があった。
【０００８】
　本発明は上記従来の課題を解決するものであり、除霜運転時に空調対象空間の暖房を停
止することなく除霜を行いことが可能な換気空調装置を提供することを目的としている。
【０００９】
　また、除霜運転にかかる期間を短縮し、より早期に暖房運転を再開することが可能な換
気空調装置を提供することを目的としている。
【００１０】
　また、除霜運転時のランニングコストを低減させ、より効率的に空調対象室内の暖房を
行うことが可能な換気空調装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明が講じた第１の解決手段は、空調対象空間である第一
室内空間に開口した吸込口から空気を吸い込んで前記第一室内空間に開口した吹出口から
空気を吹出す循環ファンと、前記第一室内空間以外の第二室内空間に開口した排気口から
空気を吸い込んで屋外に排出することで換気を行う換気ファンと、冷媒を圧縮する圧縮機
と前記循環ファンにより送風される空気と冷媒を熱交換させる凝縮器と、冷媒の減圧を行
う減圧機構と前記換気ファンにより送風される空気と冷媒を熱交換させる蒸発器の順に冷
媒が循環する冷媒回路を設けた換気空調装置において、前記蒸発器と前記凝縮器の間を連
通する除霜風路と前記除霜風路内の空気の流通を閉止するための除霜風路閉止手段をさら
に設け、前記蒸発器の除霜運転時に空調対象室内の空気を除霜風路を介して蒸発器、凝縮
器の順に送風することで第一室内空間の暖房を実施しながら蒸発器の除霜を実施するよう
にしたものである。
【００１２】
　この手段により、除霜運転中において、第一室内空間内空気の持つ熱に圧縮機への入力
熱量を追加して第一室内空間へ供給することができるため第一室内空間に対する熱投入を
停止することなく除霜運転を行うことが可能となるため、従来除霜運転中に停止していた
第一室内空間への熱投入を停止することなく除霜運転を行うことが可能となると共に、暖
房運転時または除霜運転時に必要となるそれぞれの通風路を分離／統合することが可能と
なり、専用の風路を設けることなく暖房運転及び除霜運転を切り替えることが可能となる
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。
【００１３】
　また本発明が講じた第２の解決手段は、暖房運転時には除霜風路閉止手段を閉止し、除
霜運転時には除霜風路閉止手段を開放するようにしたものである。
【００１４】
　この手段により、暖房運転時には蒸発器から凝縮器への空気の流通を停止し、第二室内
空間から蒸発器を介して凝縮器に空気が流入することを防止するため、暖房能力を低下さ
せること無く暖房運転を行うことが可能となると共に、除霜運転時には蒸発器から凝縮器
への空気の流通を開放し、除霜風路を通風させることで除霜を行いながら第一室内空間へ
の熱投入を行うことが可能となる。
【００１５】
　また本発明が講じた第３の解決手段は、第一室内空間内の空調対象空気を吸気するため
の第二の吸込口をさらに設け、除霜運転時に第二の吸込口から空調対象空気を吸引するこ
とで凝縮器に空調対象空気を供給することを特徴とするようにしたものである。
【００１６】
　この手段により、除霜運転時の空調対象空気の流通する風路を単純化し、より少ない圧
力損失で通風することが可能となり、除霜運転の際に蒸発器への空調対象空気の供給を均
一に行うことができるようになり、除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００１７】
　また本発明が講じた第４の解決手段は、吸込口及び第二の吸込口にそれぞれの吸込口を
閉止するための第一の閉止機構および第二の閉止機構を設けたものである。
【００１８】
　この手段により、暖房運転時または除霜運転時にそれぞれ必要となる吸込口のみから第
一室内空間内の空調対象空気を吸引することが可能となり、暖房運転時の暖房能力の低下
防止及び除霜運転時の除霜運転時間を短縮することができる。
【００１９】
　また本発明が講じた第５の解決手段は、暖房運転時には第二の閉止機構を閉止し吸気口
から空調対象空気を吸引し、除霜運転時には第一の閉止機構を閉止し第二の吸気口から空
調対象空気を吸引するようにしたものである。
【００２０】
　この手段により、暖房運転時には吸込口から第一室内空間内の空調対象空気を吸引し凝
縮器へ供給することが可能となると共に第二の吸込口からの蒸発器への空調対象空気の流
入を停止することが可能となり、暖房運転時の暖房能力の低下を防止することが可能とな
る。また、除霜運転時には第二の吸込口から第一室内空間内の空調対象空気を吸引し蒸発
器、凝縮器の順に通風することが可能となると共に吸込口からの空調対象空気の流入を停
止することで冷媒回路内の冷媒の温度が低下するのを防止し、除霜運転時間を短縮するこ
とが可能となる。
【００２１】
　また本発明が講じた第６の解決手段は、除霜運転時には第二室内空間からの換気を停止
するようにしたものである。
【００２２】
　この手段により、除霜運転時に第二室内空間内の空気が蒸発器を介して第一室内空間に
流入するのを防止することで第一室内空間への暖房効果を向上させると共に、第二室内空
間内の空気が塵埃や臭気などに汚染されていた場合でも第一室内空間への塵埃や臭気の流
入を防止することができる。
【００２３】
　また本発明が講じた第７の解決手段は、排気口から吸引した第二室内空間内の空気を蒸
発器に供給する排気風路内に第二室内空間からの空気の供給を閉止するための第三の閉止
機構を設けたものである。
【００２４】
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　この手段により、第二室内空間から換気空調装置に空気が流入するのを防止することが
でき、第一室内空間への暖房効果の向上及び第一室内空間への第二室内空間内の塵埃や臭
気の流入を防止することができる。
【００２５】
　また本発明が講じた第８の解決手段は、暖房運転時には第三の閉止機構を開放し、除霜
運転時には第三の閉止機構を閉止するようにしたものである。
【００２６】
　この手段により、暖房運転時には第二室内空間から蒸発器に第二室内空間内の空気を供
給することで第二室内空間内の空気から吸収した熱を凝縮器により第一室内空間内の空調
対象空気に供給することで暖房すると共に、除霜運転時には第二室内空間から蒸発器に第
二室内空間内の空気が流入するのを防止し、第二室内空間内の塵埃や臭気が第一室内空間
内に流入するのを防止することができる。
【００２７】
　また本発明が講じた第９の解決手段は、除霜運転時に循環ファンにより第一室内空間内
の空気を吸引し、蒸発器、凝縮器の順に通風するようにしたものである。
【００２８】
　この手段により、除霜運転時に浴室内の空気を本体内に流通させるためのファンを別途
設けることなく循環送風を行うことが可能となる。
【００２９】
　また本発明が講じた第１０の解決手段は、除霜運転時に換気ファン及び循環ファンを運
転し、第一室内空間から吸引した空調対象空気の一部を蒸発器、凝縮器の順に通風し第一
室内空間に循環送風すると共に第一室内空間から吸引した空調対象空気の一部を蒸発器を
介して屋外に排気することで蒸発器における吸熱量を増加させ、蒸発器の温度を上昇させ
るようにしたものである。
【００３０】
　この手段により、蒸発器における吸熱量を増加させ、冷媒回路全体の温度を上昇させる
ことで蒸発器表面の温度を上昇させ、蒸発器に発生した霜を融けやすくし、除霜運転時間
を短縮することが可能となる。
【００３１】
　また本発明が講じた第１１の解決手段は、減圧機構と蒸発器の間の冷媒回路上に冷媒を
加熱するための冷媒加熱手段を設け、除霜運転時に冷媒加熱手段により冷媒を加熱するこ
とで除霜時間を短縮すると共に第一室内空間の暖房を行うようにしたものである。
【００３２】
　この手段により、除霜運転時に冷媒回路に加熱手段による熱を投入することによって冷
媒回路内の冷媒の温度を上昇させ、蒸発器に発生した霜を融けやすくし、除霜運転時間を
短縮することが可能となる。
【００３３】
　また本発明が講じた第１２の解決手段は、冷媒加熱手段が通電により加熱するヒーター
で構成したものである。
【００３４】
　この手段により、比較的容易に冷媒回路に熱を投入することが可能となり、換気空調装
置本体の寸法を大型化することなく除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００３５】
　また本発明が講じた第１３の解決手段は、冷媒加熱手段が温水を通水することで対象を
加熱する温水熱交換器で構成したものである。
【００３６】
　この手段により、発火等の不具合を発生することなく、比較的大量の熱を冷媒回路に供
給することが可能となるため除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００３７】
　また本発明が講じた第１４の解決手段は、蒸発器の着霜時に第一室内空間内空気の流通
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経路を自動で切り替えるようにしたものである。
【００３８】
　この手段により、着霜時に使用者が特別な操作を行うことなく自動的に除霜運転を開始
することができ、使用者の利便性を向上することができる。
【００３９】
　また本発明が講じた第１５の解決手段は、蒸発器の温度を検知する蒸発器温度検知手段
を設け、蒸発器の温度に応じて蒸発器の着霜を検知するようにしたものである。
【００４０】
　この手段により、蒸発器の着霜を的確に判定し、着霜時に速やかに除霜運転に移行する
ことが可能となり、利用者の利便性を向上することが可能となる。
【００４１】
　また本発明が講じた第１６の解決手段は、蒸発器の除霜終了時に第一室内空間内空気の
流通経路を通常の暖房運転時の通風経路に自動で切り替えるようにしたものである。
【００４２】
　この手段により、除霜運転終了時に使用者が特別な操作を行うことなく自動的に暖房運
転を再開することが可能となり、使用者の利便性を向上することができる。
【００４３】
　また本発明が講じた第１７の解決手段は、第一室内空間内空気の温度を検知し、第一室
内空間内空気の温度が低温の場合には減圧機構による減圧量を低減させるようにしたもの
である。
【００４４】
　この手段により、第一室内空間内の空気の温度が低い場合、第一室内空間内の空気を蒸
発器に供給するのみでは除霜時間が長くなってしまう場合があるが、減圧機構での減圧量
を低減することで、蒸発器に供給される冷媒の温度を上昇させ、早期に蒸発器に発生した
霜を融かすことが可能となる。
【００４５】
　また本発明が講じた第１８の解決手段は、第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超
えた場合に減圧機構による減圧量を大きくするようにしたものである。
【００４６】
　この手段により、除霜運転中に第一室内空間内の空気の温度が所定の温度を超えた場合
には蒸発器における吸熱量が上昇することから、減圧機構による減圧量を大きくしても蒸
発器における温度が蒸発器表面に発生した霜を融かすのに充分な温度を得られるため、減
圧量を増加させて第一室内空間に対する暖房能力を向上させることができる。
【００４７】
　また本発明が講じた第１９の解決手段は、第一室内空間内空気の温度を検知し、第一室
内空間内空気の温度が低温の場合には循環ファンによる空気の送風量を増加させるように
したものである。
【００４８】
　この手段により、蒸発器を通過する空調対象空気の送風量を増加させることで蒸発器で
の吸熱量を増加させ、冷媒回路内の冷媒の温度を上昇させ、早期に蒸発器に発生した霜を
融かすことが可能となる。
【００４９】
　また本発明が講じた第２０の解決手段は、第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超
えた場合に循環ファンによる空気の送風量を低下させるようにしたものである。
【００５０】
　この手段により、除霜運転中に第一室内空間内の空気の温度が所定の温度を超えた場合
には蒸発器における吸熱量が上昇することから、循環ファンによる空気の送風量を低下さ
せても蒸発器における温度が蒸発器表面に発生した霜を融かすのに充分な温度を得られる
ため、循環ファンによる送風量を低下させ、第一室内空間に吹出す空気の温度を上昇させ
、第一室内空間内に人がいる場合に生じる冷風感を低下させることができる。
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【００５１】
　また本発明が講じた第２１の解決手段は、第一室内空間内の温度検知手段を第二の吸込
口近傍の空気流通経路内に設けたものである。
【００５２】
　この手段により、除霜運転中の第一室内空間内の空気の温度を正確に検知することが可
能となり、除霜運転中の換気空調装置の運転状況を正確に制御することが可能となる。
【発明の効果】
【００５３】
　本発明によれば、除霜運転中において、第一室内空間内空気の持つ熱に圧縮機への入力
熱量を追加して第一室内空間へ供給することができるため第一室内空間に対する熱投入を
停止することなく除霜運転を行うことが可能となるため、従来除霜運転中に停止していた
第一室内空間への熱投入を停止することなく除霜運転を行うことが可能となると共に、暖
房運転時または除霜運転時に必要となるそれぞれの通風路を分離／統合することが可能と
なり、専用の風路を設けることなく暖房運転及び除霜運転を切り替えることが可能となる
。
【００５４】
　また、除霜運転にかかわる使用者の操作を必要とせず、使用者の利便性を損なうことな
く効率のよい暖房を行うことが可能な換気空調装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施の形態１における居住空間の概略図
【図２】同換気空調機本体の内部構成の概略図
【図３】同換気空調機における冷媒回路の概略図
【図４】従来の換気空調装置における設置概略及び内部構成の概略図
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　本発明の請求項１記載の発明は、空調対象空間である第一室内空間に開口した吸込口か
ら空気を吸い込んで前記第一室内空間に開口した吹出口から空気を吹出す循環ファンと、
前記第一室内空間以外の第二室内空間に開口した排気口から空気を吸い込んで屋外に排出
することで換気を行う換気ファンと、冷媒を圧縮する圧縮機と前記循環ファンにより送風
される空気と冷媒を熱交換させる凝縮器と、冷媒の減圧を行う減圧機構と前記換気ファン
により送風される空気と冷媒を熱交換させる蒸発器の順に冷媒が循環する冷媒回路を設け
た換気空調装置において、前記蒸発器と前記凝縮器の間を連通する除霜風路と前記除霜風
路内の空気の流通を閉止するための除霜風路閉止手段をさらに設け、前記蒸発器の除霜運
転時に空調対象室内の空気を除霜風路を介して蒸発器、凝縮器の順に送風することで第一
室内空間の暖房を実施しながら蒸発器の除霜を実施するようにしたものであり、除霜運転
中において、第一室内空間内空気の持つ熱に圧縮機への入力熱量を追加して第一室内空間
へ供給することができるため第一室内空間に対する熱投入を停止することなく除霜運転を
行うことが可能となるため、従来除霜運転中に停止していた第一室内空間への熱投入を停
止することなく除霜運転を行うことが可能となると共に、暖房運転時または除霜運転時に
必要となるそれぞれの通風路を分離／統合することが可能となり、専用の風路を設けるこ
となく暖房運転及び除霜運転を切り替えることが可能となる。
【００５７】
　また、暖房運転時には除霜風路閉止手段を閉止し、除霜運転時には除霜風路閉止手段を
開放するようにしたものであり、この手段により、暖房運転時には蒸発器から凝縮器への
空気の流通を停止し、第二室内空間から蒸発器を介して凝縮器に空気が流入することを防
止するため、暖房能力を低下させること無く暖房運転を行うことが可能となると共に、除
霜運転時には蒸発器から凝縮器への空気の流通を開放し、除霜風路を通風させることで除
霜を行いながら第一室内空間への熱投入を行うことが可能となる。
【００５８】
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　また、第一室内空間内の空調対象空気を吸気するための第二の吸込口をさらに設け、除
霜運転時に第二の吸込口から空調対象空気を吸引することで凝縮器に空調対象空気を供給
することを特徴とするようにしたものであり、除霜運転時の空調対象空気の流通する風路
を単純化し、より少ない圧力損失で通風することが可能となり、除霜運転の際に蒸発器へ
の空調対象空気の供給を均一に行うことができるようになり、除霜運転時間を短縮するこ
とが可能となる。
【００５９】
　また、吸込口及び第二の吸込口にそれぞれの吸込口を閉止するための第一の閉止機構お
よび第二の閉止機構を設けたものであり、暖房運転時または除霜運転時にそれぞれ必要と
なる吸込口のみから第一室内空間内の空調対象空気を吸引することが可能となり、暖房運
転時の暖房能力の低下防止及び除霜運転時の除霜運転時間を短縮することができる。
【００６０】
　また、暖房運転時には第二の閉止機構を閉止し吸気口から空調対象空気を吸引し、除霜
運転時には第一の閉止機構を閉止し第二の吸気口から空調対象空気を吸引するようにした
ものであり、暖房運転時には吸込口から第一室内空間内の空調対象空気を吸引し凝縮器へ
供給することが可能となると共に第二の吸込口からの蒸発器への空調対象空気の流入を停
止することが可能となり、暖房運転時の暖房能力の低下を防止することが可能となる。ま
た、除霜運転時には第二の吸込口から第一室内空間内の空調対象空気を吸引し蒸発器、凝
縮器の順に通風することが可能となると共に吸込口からの空調対象空気の流入を停止する
ことで冷媒回路内の冷媒の温度が低下するのを防止し、除霜運転時間を短縮することが可
能となる。
【００６１】
　また、除霜運転時には第二室内空間からの換気を停止するようにしたものであり、除霜
運転時に第二室内空間内の空気が蒸発器を介して第一室内空間に流入するのを防止するこ
とで第一室内空間への暖房効果を向上させると共に、第二室内空間内の空気が塵埃や臭気
などに汚染されていた場合でも第一室内空間への塵埃や臭気の流入を防止することができ
る。
【００６２】
　また、排気口から吸引した第二室内空間内の空気を蒸発器に供給する排気風路内に第二
室内空間からの空気の供給を閉止するための第三の閉止機構を設けたものであり、第二室
内空間から換気空調装置に空気が流入するのを防止することができ、第一室内空間への暖
房効果の向上及び第一室内空間への第二室内空間内の塵埃や臭気の流入を防止することが
できる。
【００６３】
　また、暖房運転時には第三の閉止機構を開放し、除霜運転時には第三の閉止機構を閉止
するようにしたものであり、暖房運転時には第二室内空間から蒸発器に第二室内空間内の
空気を供給することで第二室内空間内の空気から吸収した熱を凝縮器により第一室内空間
内の空調対象空気に供給することで暖房すると共に、除霜運転時には第二室内空間から蒸
発器に第二室内空間内の空気が流入するのを防止し、第二室内空間内の塵埃や臭気が第一
室内空間内に流入するのを防止することができる。
【００６４】
　また、除霜運転時に循環ファンにより第一室内空間内の空気を吸引し、蒸発器、凝縮器
の順に通風するようにしたものであり、この手段により、除霜運転時に浴室内の空気を本
体内に流通させるためのファンを別途設けることなく循環送風を行うことが可能となる。
【００６５】
　また、除霜運転時に換気ファン及び循環ファンを運転し、第一室内空間から吸引した空
調対象空気の一部を蒸発器、凝縮器の順に通風し第一室内空間に循環送風すると共に第一
室内空間から吸引した空調対象空気の一部を蒸発器を介して屋外に排気することで蒸発器
における吸熱量を増加させ、蒸発器の温度を上昇させるようにしたものであり、蒸発器に
おける吸熱量を増加させ、冷媒回路全体の温度を上昇させることで蒸発器表面の温度を上
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昇させ、蒸発器に発生した霜を融けやすくし、除霜運転時間を短縮することが可能となる
。
【００６６】
　また、減圧機構と蒸発器の間の冷媒回路上に冷媒を加熱するための冷媒加熱手段を設け
、除霜運転時に冷媒加熱手段により冷媒を加熱することで除霜時間を短縮すると共に第一
室内空間の暖房を行うようにしたものであり、除霜運転時に冷媒回路に加熱手段による熱
を投入することによって冷媒回路内の冷媒の温度を上昇させ、蒸発器に発生した霜を融け
やすくし、除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００６７】
　また、冷媒加熱手段が通電により加熱するヒーターで構成したものであり、比較的容易
に冷媒回路に熱を投入することが可能となり、換気空調装置本体の寸法を大型化すること
なく除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００６８】
　また、冷媒加熱手段が温水を通水することで対象を加熱する温水熱交換器で構成したも
のであり、発火等の不具合を発生することなく、比較的大量の熱を冷媒回路に供給するこ
とが可能となるため除霜運転時間を短縮することが可能となる。
【００６９】
　また、蒸発器の着霜時に第一室内空間内空気の流通経路を自動で切り替えるようにした
ものであり、着霜時に使用者が特別な操作を行うことなく自動的に除霜運転を開始するこ
とができ、使用者の利便性を向上することができる。
【００７０】
　また、蒸発器の温度を検知する蒸発器温度検知手段を設け、蒸発器の温度に応じて蒸発
器の着霜を検知するようにしたものであり、蒸発器の着霜を的確に判定し、着霜時に速や
かに除霜運転に移行することが可能となり、利用者の利便性を向上することが可能となる
。
【００７１】
　また、蒸発器の除霜終了時に第一室内空間内空気の流通経路を通常の暖房運転時の通風
経路に自動で切り替えるようにしたものであり、除霜運転終了時に使用者が特別な操作を
行うことなく自動的に暖房運転を再開することが可能となり、使用者の利便性を向上する
ことができる。
【００７２】
　また、、第一室内空間内空気の温度を検知し、第一室内空間内空気の温度が低温の場合
には減圧機構による減圧量を低減させるようにしたものであり、第一室内空間内の空気の
温度が低い場合、第一室内空間内の空気を蒸発器に供給するのみでは除霜時間が長くなっ
てしまう場合があるが、減圧機構での減圧量を低減することで、蒸発器に供給される冷媒
の温度を上昇させ、早期に蒸発器に発生した霜を融かすことが可能となる。
【００７３】
　また、第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超えた場合に減圧機構による減圧量を
大きくするようにしたものであり、除霜運転中に第一室内空間内の空気の温度が所定の温
度を超えた場合には蒸発器における吸熱量が上昇することから、減圧機構による減圧量を
大きくしても蒸発器における温度が蒸発器表面に発生した霜を融かすのに充分な温度を得
られるため、減圧量を増加させて第一室内空間に対する暖房能力を向上させることができ
る。
【００７４】
　また、第一室内空間内空気の温度を検知し、第一室内空間内空気の温度が低温の場合に
は循環ファンによる空気の送風量を増加させるようにしたものであり、蒸発器を通過する
空調対象空気の送風量を増加させることで蒸発器での吸熱量を増加させ、冷媒回路内の冷
媒の温度を上昇させ、早期に蒸発器に発生した霜を融かすことが可能となる。
【００７５】
　また、第一室内空間内空気の温度が所定の温度を超えた場合に循環ファンによる空気の
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送風量を低下させるようにしたものであり、除霜運転中に第一室内空間内の空気の温度が
所定の温度を超えた場合には蒸発器における吸熱量が上昇することから、循環ファンによ
る空気の送風量を低下させても蒸発器における温度が蒸発器表面に発生した霜を融かすの
に充分な温度を得られるため、循環ファンによる送風量を低下させ、第一室内空間に吹出
す空気の温度を上昇させ、第一室内空間内に人がいる場合に生じる冷風感を低下させるこ
とができる。
【００７６】
　また、第一室内空間内の温度検知手段を第二の吸込口近傍の空気流通経路内に設けたも
のであり、除霜運転中の第一室内空間内の空気の温度を正確に検知することが可能となり
、除霜運転中の換気空調装置の運転状況を正確に制御することが可能となる。
【００７７】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００７８】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態における換気空調装置が設置されている居住空間の見取り図
である。図１において、屋内の居住空間１は、室内空間としてのリビング２、第一室内空
間としての浴室３、第二室内空間としての脱衣室４あるいはトイレ５などに区画されてお
り、浴室３の天井裏には、換気空調装置の本体６が設置されている。この本体６には、本
体６と屋外を連通する第一排気ダクト７、脱衣室４の天井に開口した排気口としての第一
排気口８と本体６を連通する第二排気ダクト９及びトイレ５の天井に開口した第二排気口
１０と本体６とを連通する第三排気ダクト１１が接続されている。
【００７９】
　また、本体６内部には換気ファン１２が配設されており、屋外と本体６を連通する第一
排気ダクト７は換気ファン１２の吹出し側に接続され、脱衣室４と本体６を連通する第二
排気ダクト９及びトイレ５と本体６を連通する第三排気ダクト１１は換気ファン１２の吸
込側に接続されている。したがって、換気ファン１２を運転すると、第一排気口８及び第
二排気口１０から第二排気ダクト９及び第三排気ダクト１１を通じて脱衣室４及びトイレ
５の空気が換気ファン１２に吸い込まれ、第一排気ダクト７を通じて屋外に排気される。
【００８０】
　そして、換気ファン１２を連続運転すると屋内の居住空間１内が負圧になるため、室内
空間としてのリビング２の屋外に面した壁に開口した給気口１３から新鮮な外気が給気さ
れて居住空間１が換気されることになる。この換気運転は建物の機密性が高い場合は連続
して行う必要があるため（２４時間換気）、換気ファン１２は所定の換気量、例えば一時
間で居住空間１の約半分の容積に相当する換気量を確保するように連続運転を行う。
【００８１】
　また、リビング２には部屋の温度をコントロールするための空調機１４が設置されてお
り、夏場は冷房運転、冬場は暖房運転を行って室温を適正に保持している。したがって前
述したように年間を通じて連続した換気運転を行っていると、リビングにおいては夏場は
空調機１４による冷房、冬場は空調機１４による暖房を実施することで所定の温度範囲、
例えば２０℃から３０℃にコントロールされた空気が脱衣室４のドア１５およびトイレ５
のドア１５のガラリやアンダーカット部分を通じて第一排気口８および第二排気口１０に
吸い込まれ、換気空調装置の本体６を介して屋外に排出されることになる。
【００８２】
　図２、図３は、換気空調装置の風路構成図及び冷媒回路図であり、図１、図２に示すよ
うに浴室３の天井裏に換気空調装置の本体６が設置されており、本体６の底部に浴室３の
天井面に対して吸込口１６および吹出口１７を開口するとともに吸込口１６に着脱自在に
塵埃を捕捉するためのフィルター１８を配設している。
【００８３】
　本体６内の第一風路１９には浴室３内の空気を吸い込むための吸込口１６、吸込口１６
から吸い込んだ浴室３内の空気を昇温するための凝縮器２０、凝縮器２０で昇温された空
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０を介して吹出口１７から再び浴室３内に循環送風するための循環ファン２１が設けられ
ており、風の流れを矢印で示すように吸込口１６、凝縮器２０、循環ファン２１、吹出口
１７の順に循環送風することで浴室３内を暖房することができる。
【００８４】
　また、本体６内の第二風路２２には第一排気ダクト７が本体６に接続される部分に第一
排気口８及び第二排気口１０から吸引された脱衣室４及びトイレ５内の空気を本体６内に
通風するための第一換気口２３、第一換気口２３から吸い込んだ脱衣室４及びトイレ５内
の空気から吸熱するための蒸発器２４、蒸発器２４で吸熱された空気を第三排気ダクト１
１に吹出すための換気吹出口２５、第一換気口２３から脱衣室４及びトイレ５内の空気を
吸引し蒸発器２４を介して換気吹出口２５から屋外に排気するための換気ファン１２が設
けられており、風の流れを矢印で示すように第一換気口２３、蒸発器２４、換気ファン１
２、換気吹出口２５の順に送風することで脱衣室４及びトイレ５内の空気から熱を吸熱し
た後、屋外に排気することで居住空間１内の換気を行うことができる。
【００８５】
　また、本体６内部に、冷媒として例えば、ＨＣＦＣ系冷媒（分子中に塩素、水素、フッ
素、炭素の各原子を含む）、ＨＦＣ系冷媒（分子中に水素、炭素、フッ素の各原子を含む
）、炭化水素、二酸化炭素等の自然冷媒などの何れかを充填した冷媒回路２６を形設して
おり、この冷媒回路２６中に、冷媒を圧縮する圧縮機２７、供給空気と冷媒とを熱交換さ
せる凝縮器２０、冷媒を膨張させることで減圧させる減圧機構としての膨張弁２８、供給
空気と冷媒とを熱交換させる蒸発器２４を介設している。
【００８６】
　吸込口１６には浴室３からの吸気を閉止するための第一の閉止機構としての第一ダンパ
２９が設けられており、第一ダンパ２９を閉止することで浴室３からの空気の吸引を停止
することができる。また、第一換気口２３には脱衣室４及びトイレ５からの空気の吸引を
閉止するための第三の閉止機構としての第二ダンパ３０が設けられており、第二ダンパ３
０を閉止することで脱衣室４及びトイレ５からの空気の吸引を停止することができる。さ
らに、第二風路２２内の蒸発器２４より下流で換気ファン１２より上流の第一風路１９と
隣接する部分には第二風路２２と第一風路１９を連通する除霜風路３１が設けられており
、除霜風路３１内には第二風路２２と第一風路１９の連通を閉止するための除霜風路閉止
手段としての除霜ダンパ３２が設けられている。
【００８７】
　除霜風路３１は第一風路１９の吸込口１６より下流で凝縮器２０より上流の位置に連通
されており、除霜ダンパ３２開放時には第二風路２２内の蒸発器２４を通過後の空気が除
霜風路３１を介して第一風路１９内の凝縮器２０に通風されるようになっている。除霜ダ
ンパ３２閉止時には第一風路１９及び第二風路２２は隔絶されており、それぞれの風路内
を流通する空気は混合されること無く通風される。第二風路２２内の第一換気口２３より
下流で蒸発器２４よりも上流の位置には浴室３内の空気を第二風路２２内に導入するため
の第二の吸込口としての第二吸込口３３が設けられており、第二吸込口３３には第二吸込
口３３を閉止するための第二の閉止機構としての第三ダンパ３４が設けられている。前述
した各ダンパを各運転モードに応じて適宜開閉することで各運転モードに最適な風路に切
替を行うことが可能となる。
【００８８】
　次に換気空調装置の運転動作について説明する。表１は各運転パターンにおける各構成
要素の動作状態を示す一覧表である。以下、それぞれの運転モードについて詳細に説明す
る。
【００８９】
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【表１】

【００９０】
　まず、暖房運転モードにおいては、第一ダンパ２９、第二ダンパ３０を開放し、第三ダ
ンパ３４、除霜ダンパ３２を閉止した状態で運転を行う。この場合、吸込口１６から吸引
された浴室３内の空気は凝縮器２０で昇温された後、循環ファン２１で浴室３に循環送風
され浴室３内を暖房する。第一換気口２３から吸引された脱衣室４及びトイレ５内の空気
は蒸発器２４で吸熱され温度を下げられた状態で換気ファン１２により屋外に排気される
。蒸発器２４により脱衣室４及びトイレ５内の空気から吸熱された熱は凝縮器２０により
浴室３内に供給されるため、居住空間１内で空調機１４等により空調された熱を換気によ
り屋外に無駄に排出することなく浴室３内に回収することで効率よく暖房を行うことが可
能となる。
【００９１】
　次に、浴室換気運転モードにおいては、第三ダンパ３４を開放し、第一ダンパ２９、第
二ダンパ３０、除霜ダンパ３２を閉止した状態で運転を行う。この場合、換気ファン１２
のみを運転し、循環ファン２１の運転は停止する。換気ファン１２により第二吸込口３３
から吸い込まれた浴室３内の空気は換気ファン１２により換気吹出口２５より屋外に排気
される。この際、圧縮機２７の運転は行われておらず、蒸発器２４における吸熱も行われ
ないため、浴室３内の空気はそのまま屋外に排気されることになる。
【００９２】
　次に、他室換気モードにおいては第二ダンパ３０を開放し、第一ダンパ２９、第三ダン
パ３４、除霜ダンパ３２を閉止した状態で運転を行う。この場合、換気ファン１２のみを
運転し、循環ファン２１の運転は停止する。換気ファン１２により第一換気口２３から吸
引された脱衣室４及びトイレ５内の空気は換気ファン１２により換気吹出口２５より屋外
に排気される。この際、圧縮機２７の運転は行われておらず、蒸発器２４における吸熱も
行われないため、脱衣室４及びトイレ５内の空気はそのまま屋外に排気されることになる
。
【００９３】
　次に、除霜運転モードについて詳細に解説する。除霜運転モードとは、暖房運転時に脱
衣室４やトイレ５内の空気の温度が低い場合や浴室３への暖房効果を高めたい場合に膨張
弁２８における冷媒の減圧量を大きくすることによって蒸発器の温度を低温にすることで
蒸発器２４表面に空気中の水分が氷結し（着霜状態）、蒸発器２４表面が霜で覆われてし
まい、蒸発器２４の熱交換能力が低下した場合に、蒸発器２４表面に発生した霜を融かし
、蒸発器２４の熱交換能力を回復させるための運転モードである。
【００９４】
　着霜状態で暖房運転を継続した場合、冷媒回路内の冷媒の温度は徐々に低下を続け、圧
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縮機２７の運転範囲以下の温度となってしまうと運転が不可能となるため、通常はある程
度の着霜が発生した場合に除霜運転を行うことで蒸発器２４表面の霜を融かしてから暖房
運転を再開することが一般的である。除霜運転モードはこのような着霜状態を解消させる
ための運転モードであり、除霜運転モードを実施することで蒸発器２４表面の霜を融かす
ことで蒸発器２４の熱交換能力を回復させるための運転モードである。
【００９５】
　通常の冷媒回路搭載機器においては、除霜運転時には圧縮機２７の運転を停止し、蒸発
器２４への送風を行うことで供給する空気の熱により霜を融かす方式がとられている。し
かしながらこのような除霜方式の場合、供給する空気の温度が水が凍結する温度以下、す
なわち、一般的には０℃以下の温度の場合、蒸発器２４表面に発生した霜は解けることな
く場合によっては成長し続けるため、すべての環境条件において除霜が可能とは言い切れ
ない。このため、蒸発器２４及び凝縮器２０に対する空気の供給を停止し、圧縮機２７の
みを運転して、冷媒回路２６内の冷媒の温度を上昇させ、高温になった冷媒を蒸発器２４
に流通させることで蒸発器２４表面の霜を融かす方法がとられる場合がある。しかしなが
ら前述した送風のみを行う場合と同様、空調対象空間である浴室３への熱の投入が停止す
るため、浴室３内の暖房を一時的に停止する必要があった。本発明では除霜運転モードに
おいても空調対象空間である浴室３への熱の供給を停止することなく除霜運転を行うこと
が可能とした。
【００９６】
　除霜運転モードでは除霜ダンパ３２及び第三ダンパ３４を開放し、第一ダンパ２９及び
第二ダンパ３０を閉止した状態で運転を行う。この場合、循環ファン２１のみを運転し、
換気ファン１２の運転は停止する。蒸発器２４の着霜状態の検知は蒸発器２４に設けられ
た蒸発器温度検知手段としての蒸発器温センサー３５により得られた値を元に行う。暖房
運転中に蒸発器温センサー３５で検知した蒸発器２４の温度がある特定の値（例えば０℃
）を一定期間（例えば１０分）以上下回った場合、蒸発器２４表面に霜が発生したと検知
し、除霜運転モードに自動的に移行する。
【００９７】
　除霜運転モードに移行した場合、循環ファン２１により第二吸込口３３から浴室３内の
空気が蒸発器２４に供給される。浴室３内の空気は除霜運転モードに移行するまでに行わ
れてきた暖房運転により昇温されているため、比較的高温の空気が蒸発器２４に供給され
る。浴室３内から第二吸込口３３を介して吸引された空気は蒸発器２４を通過する際に蒸
発器２４表面の霜を融かすと共に蒸発器２４により吸熱されて温度を下げられてから凝縮
器２０に供給される。凝縮器２０では蒸発器２４で吸熱された熱と圧縮機２７を駆動する
ために消費された電力が熱量として空気に与えられるため、凝縮器２０を通過した空気の
温度は第二吸込口３３から吸引された際の温度よりも上昇して吹出口１７から浴室３に循
環送風されることになる。このため、浴室３に対する暖房を停止することなく蒸発器２４
の表面に発生した霜を融かす除霜運転を行うことが可能となる。
【００９８】
　除霜運転の際に、比較的高温な浴室３内の空気を蒸発器２４に供給することで蒸発器２
４での吸熱量は暖房運転時よりも増加するため、冷媒回路２６内の冷媒の温度は暖房運転
時よりも若干高くなる。このため、蒸発器２４表面における霜を融かす作用も大きくなり
、除霜にかかる時間も短時間化することができる。さらに、除霜運転時に第二吸込口３３
近傍に設けられた温度検知手段としての吸込温センサー３６により浴室３内の温度を検知
することで除霜運転時の循環ファン２１による送風量、膨張弁２８の減圧量を最適化する
。
【００９９】
　浴室３内の温度が低温の場合、蒸発器２４における吸熱量を増加させるため、循環ファ
ン２１による送風量を増加させると共に、膨張弁２８による減圧量を低下させ、蒸発器２
４に供給される冷媒の温度を上昇させ、除霜運転にかかる時間を短縮させる。浴室３内の
空気の温度がさらに低温の場合は、第三ダンパ３４を開放し、換気ファン１２を運転する
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ことで浴室３内の空気を蒸発器２４を介して屋外に排気しながら循環ファン２１により浴
室３内の空気を蒸発器２４、凝縮器２０を介して浴室３内に循環送風することで除霜運転
を行う。このようにすることで、凝縮器２０での放熱量に対して蒸発器２４での吸熱量を
大きくすることができるため、冷媒回路２６内の冷媒の温度を上昇させ、浴室３内の空気
の温度が低温の場合でも除霜運転を短時間で終了させることができるようになる。
【０１００】
　除霜運転終了時には除霜ダンパ３２及び第三ダンパ３４は自動的に閉止し、第一ダンパ
２９及び第二ダンパ３０を自動的に開放することで風路構成を変更し、自動的に暖房運転
に復帰するようになっている。
【０１０１】
　また、図２に示すように、冷媒回路２６上の膨張弁２８と蒸発器２４の間には冷媒回路
２６内の冷媒を加熱するための冷媒加熱手段としてのヒーター３７が設けられており、よ
り浴室３内の温度が低温な場合、もしくはより短時間で除霜運転を終了する必要がある場
合においてはヒーター３７により冷媒を加熱することで蒸発器２４に供給する冷媒の温度
を上昇させ、蒸発器２４表面に発生した霜を早期に融かすことができる。ヒーター３７に
より投入された熱量は凝縮器２０により浴室３内に投入され、暖房の熱の一部として利用
される。ヒーターは圧縮機２７等に供給される電力の一部を利用して発熱するため、比較
的小型で容易に冷媒を加熱することが可能であるため、換気空調装置の本体６の寸法等を
大型化することなく除霜運転を短時間で終了させることができる。
【０１０２】
　以上、説明した構成及び動作により、本実施の形態の換気空調装置は低温時の暖房運転
中に蒸発器２４が着霜状態になった場合においても空調対象室である浴室３内の暖房を継
続しながら除霜運転を行うことが可能となり、効率的に空調対象空間の暖房を行うことが
可能となると共に使用者の利便性を向上することが可能となる。
【０１０３】
　また、除霜運転期間を短くすることができ、使用者の利便性を向上することが可能とな
る。
【０１０４】
　また、除霜運転時の消費エネルギーを低下させ、低ランニングコストの換気空調装置を
提供することができる。
【０１０５】
　また、除霜運転にかかわる使用者の操作を必要とせず、使用者の利便性を損なうことな
く効率のよい暖房を行うことが可能な換気空調装置を提供することができる。
【０１０６】
　なお、以上説明した内容は、発明を実施するための一形態についてのみ説明したもので
あり、本発明は上記の実施の形態に限定されるものではない。
【０１０７】
　例えば、本実施の形態においては、浴室内の温度が低温の場合において膨張弁における
減圧量の低下、循環ファンの風量増加、換気ファン運転による浴室内空気からの吸熱量の
増加、ヒーターによる冷媒の加熱といった動作を行うように記述したが、除霜時間を短縮
するために浴室内の温度が比較的高温の場合に実施してもなんら問題は無く、その作用効
果に差異を生じない。望ましくは、除霜運転時に消費するエネルギーと除霜時間の短縮の
観点から最適な組み合わせを行うことが望ましい。
【０１０８】
　また、本実施の形態においては冷媒を加熱する手段としてヒーターによる方法を記述し
たが、冷媒回路内の冷媒を加熱することが可能な手段であればよく、温水と冷媒を熱交換
させるための熱交換器を設置し、温水と冷媒を通水することで冷媒を加熱する手段をとっ
てもその作用効果に差異を生じない。本実施例で示したように浴室に換気空調装置を設置
する場合、浴室で利用される温水を容易に利用することが可能となるため、温水による大
容量の熱供給が可能であるため、より短時間での除霜運転終了が可能となる。このように
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、冷媒の加熱手段としては、望ましくは、熱源としての使用が容易で安全性が高いことが
望ましい。
【産業上の利用可能性】
【０１０９】
　以上のように本発明にかかる換気空調装置は、除霜運転時に空調対象空間の暖房を停止
することなく除霜運転を行うことが可能であり、除霜運転時間を短縮し、消費するエネル
ギーを低減することが可能であり、浴室の換気空調のみならず、リビングや寝室等の換気
及び空調を必要とする居住空間における換気空調装置等にも適用することができる。
【符号の説明】
【０１１０】
　１　　　居住空間
　２　　　リビング
　３　　　浴室
　４　　　脱衣室
　５　　　トイレ
　６　　　本体
　７　　　第一排気ダクト
　８　　　第一排気口
　９　　　第二排気ダクト
　１０　　第二排気口
　１１　　第三排気ダクト
　１２　　換気ファン
　１３　　給気口
　１４　　空調機
　１５　　ドア
　１６　　吸込口
　１７　　吹出口
　１８　　フィルター
　１９　　第一風路
　２０　　凝縮器
　２１　　循環ファン
　２２　　第二風路
　２３　　第一換気口
　２４　　蒸発器
　２５　　換気吹出口
　２６　　冷媒回路
　２７　　圧縮機
　２８　　膨張弁
　２９　　第一ダンパ
　３０　　第二ダンパ
　３１　　除霜風路
　３２　　除霜ダンパ
　３３　　第二吸込口
　３４　　第三ダンパ
　３５　　蒸発器温センサー
　３６　　吸込温センサー
　３７　　ヒーター
　１０１　室内機
　１０２　凝縮器
　１０３　循環送風機
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　１０４　室外機
　１０５　蒸発器
　１０６　送風ファン
　１０７　圧縮機
　１０８　膨張弁
　１０９　冷媒回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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